
彙 報

　　　　愛　　　　報

西南アジア研究会会報・その他

○本会例会一一第2園：10月171／’1午後2時，於天理大学若江の家，中村満次郎馬F今難のエジプ

　ト」。　第3園：！！月28撲午後2時，於京大文学部紙館地理慈会実習室，澤本通夫氏rパリのアッ

　シリア学会に患席して露。（両峨共，撰本オリエント学会関西部会と共催）

○京都大学第暮次イラン・アフガニスタン・パ中スタン学術調査隊，一一．水野清一教授の7月初旬出

　発につづき桑1｛．い小谷・樋口・末1三邑・応地・吉田・足釈4i月村・恵谷諸氏が相次いで現池に向わ

　れた。会員消患の各氏の項参照。　○京都大学東南アジア研究センター一一吉曙・西田・：棚1頼。

　藤吉。足利・U比1艮チ諸語の動静は会欝消患欄参照。　岡センターの「東南アジア研究」は第4丹

　（6月末発行）につづいて第2巻第！号（9月301のが発行された。岡第2督は本年東の予定。

　○京都火留内陸アジア研究施設羽田記念館は故京大学長羽照亨博士の留袖を実現するものとして

　三こ島海雲氏（カルピス食品工業社長）の寄付金i千万円を基金に，武田長興徳巽（武Fl：！薬品工業

　社疑）の寄付金5蒋万円，それに羽照家の好：愚による二｛二地幅4GOm絃）譲渡をうけて京都1｛ぎ北区大

　宮「Fi尻町に11月3昏工，紹稲40年4jll　l　31Ji開館式誉行の予定。基金の成立は昭諏37年のことで，闘

　村実造・羽i照週両教擾並びに文学都提足輪惇氏教授の撫i斡旋があった。

OE体オリエント学睾一第6illl魔術ヅく会は嬢大教養学部にて10月31口・：1：1月iiヨの両罰閥催。

　宮崎市定義の公1辮講演，火畠清氏の発掘調査Cド認参｛1員）報告，小野由節・霧川‘1な＝・小川英雄・

　加賀谷寛・井本英冠まか諸氏の研究発表が行なわれた。また「オリエント．iX「ol．VILN（）．1は

　8J’］151：1（Vl藤義教ほか諸氏の論文等），　No．2は1ぐ）月30口　（伊藤義教・足利淳概ほか諸氏の論

　文等）に発行された。

会　曇　消　患

○山葭恵照属（阪大文学部教授）著「サーンキや哲学体系序説」は3月宋発行（あぼろん祉）。

○足利惇氏氏（京大文学部教授・本会会長）は5月9日満63歳の誕生日を迎えられ本学年度の終了

と共に退富きれる。その記愈事業会は11月30日付を以て趣意￥1・陸発送，1口（500円）以．1：の醒金募

集を開始，締切は昭和40年3月末とし，転属に記念品を贈堪するほか，三種の慣業をも予定，西南ア

ジア研：究会もその助成演象とされており，該た御退窟記念パーティはi19・｛和40年5月91三！午後2時半

～4時半，京都ホテルにて閥催きれる。なお会長は9月IO欝羽闘発“イランにおける：文献・方需の研

究調査並びに資料蒐集及びタイ園における宗教と柵霞1こついて調査”の上！2月8日帰圏きれた。’そ

のイラン御滞在申の動静の一端をお伝えするため，編集子宛の“イランからの欝簡王～灘F’を披露

したい。……は編集子による密略，〈）・は剛補筆を承す。この披露については「あとがきjl）．
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161をも参照願いたい。　（轡簡玉：9月2輪付）前略　テヘランに寮着してより十aを経申候。い

よいよメヘルの月に入り高台の秋は頓みに深きを覚え購候。趣から云えば借銀以濤声に及び不申候も

入の心は不変，シャファグ氏とも会い今日同霞の家へ招待を受け候。ギルシ。ltマン民とも久々にて

欝葉をかわし劇毒。固目・：1中には蹴メヨの旅に上る臨く暫らく首都（テヘラン）を離れ論結。御健康

祈ま預突。／（轡簡II．：！0月22墨付）前【1i各……r酋醒アジア研究」　につき種々御配慮難；｛’i’“御礼串ま二

償。当方無事，Kラン高原の秋気頓みに爽やかと相成り1瞬トー日は紳秋の名翔を一点の雲もなき天

空に仰ぎ印候。本月十1三1より約十日南西酌方イランの旅行に出で申候。飛年歯醜には夢にも思わざ

りし坦々たるアスフrルト道路と新道の蘭繋にて疲勢も比較的少なく，途中米油戒の附田も所々1ま

御座候えども今活五六年もすればイランの旅も一層快適を癖1えることと被存候。イスハハソのメイ

グンも昔にかわって監備され，やや趣を減少せし嫌いは有之鉄もやはり落つきたる都市の感深く，

あたかも京都に帰りたる心地致候。ムルガーーブでは例のキ、、．ロスの墓を訪れ，かつて毘落したる遣

跡を炎天下二時聞程兇学仕登癸。ペルセポリスもヘルツフェルト及びシ。s．ミットの手にて深く掘り下

げられ，すっかり清掃せられ居候は感心。かつて一軒の家もなかりし石階段の鰍こも家やホテルが

旧来罵るにもびっくり致候。ナクシェUスタムのダリウスの墳墓には螺旋形階段にて上ることが繊

来，又，例の俗称カアバという祭壇の下も深く掘峯げられ，御承知のパールシーク以下三体の碑銘

も肉隈で見ることが出来，感激仕候。この碑文を保護するため，わざわざ立かけの細根が造られ，

薄暗く写真撮影には姻難を感じ串候。シーラr・一ズよリアフワーズに到る遊路は小L｛三始めてにて，途

中ギルシ。、マン教捜の「ササン「1三朝のベルサイユ宮殿」と澱われるシ1・　一プールの遮跡を冤，規模

の広大なるに一一驚憎相。フジスタンでは麟教授の廷事たりしチョガーザンビールを見，更にスーサ

の遣跡を∫ll年ぶりに見学，これもかつての悪路との戦を想い感口無疑のもの有之候。路は北上して

ブルジルドより，ササンヨ三朝最后の決戦場たe）しネハーバンドに行し，岡地右方のギアンの先史一

代の遺跡を訪れ得たるは蝦外の漸びに御座候。クルヂスターンの門門，ケルマンシャーよりは例の

ターキブスタン，燈も面ド1一翫公li；llの如き感じ続稿候。ビス1・ウーンは昔の如くに御座重突も，新

道路麗繋のために揖土せる石籐を兇ることを得串候。カンガバルではアナーヒター女神神殿の跡，

濃柱のころげ居る鉦を右往左貧三致しただdiana　persicεしの名選薦方に聞えしも豊1撚の事と思われ

1二β候。ハマダンを経て骨…欝テヘランに帰着……仕置。／（轡簡IE：11月7旧付）脅言略，過日西講

イラン旅行の后，十月．tl’七口瀕地（テヘラン）発タブリズに向い串候。この方面も借年以醜に訪解

せしこと有之，途中，ザンジャンに一泊，．：．i／’1がかりに御座寒しも此度はイランの鉄道を利用し年

庸二唄寺半漁地謡，翌鵜八面准タブリズ着，殆んど嗣道に沿い走り居候もタブリズに近く鉄路は迂卿

して，レザイエ湖の東燦沿い1こなり居るが相違致居候。タブリズも新道路が1＝L陳，中心は藩の悌無

之候。有名なるブルーモスケも整理復元され，かつての辛竣のモンゴル時代の城壁も附近に公園の

如くなり居り候。タブリズは古き街なるにかかわらず，再度の兵禍と地震とにて破壊せられ，今日

にては古き見るべきもの少なく存候。珊臼（十月）テヘラン帰着，三四擁の贋，本月（十一月）三
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ロメシェッドに向い串候。これもかつて小蛋がフェルドウシイ千年祭に室家より招待を受け，瞬断

シャール…一ド，サブぜバーール，メシkッドに夜を過しつつトゥスに行き候行路は，今度はこれも鉄

路を利用，三目夜七時車地（テヘラン）発，翌日十時半，ユシャプ日陰ルに下華，ハイヤーmムの墓を

二二度嗣の墓参fl＝候。墓もかつての位澱と異なり，すっかり趣を変え，整理せられ居るは驚き申候。

ニシャプールの発掘品の出ずる場脇こ，博物鱗の親切なる評議の案内を受け申躾。午后，バスにて

夕方メシェッドに入り白墨。メシェッドの街もすっかり改められ，イマーム・レザー一の聖地にはネ

オンのランプつき，家た拡声器にて朝の祈りの呼声も職質1こ響き渡るには，近代とは撮せ，以簡を

知るものには礁々驚きの一一語に尽き串候。翌iヨG胤i三D，博物館，バザール，又，フェルドゥシイ

の墓をトゥスに訪ね串1碇。行く道はアスフ；f一ルト道路にて快適，墓は先帝レザ・シャ・一nvがテープを

切りい割寺のものと少しも不：変，丁度黙劇年にしてこの地に来りしは感激の極みに御座候。嶺時周

行せし一li：堺の学者の大き1（‘は1琵に死亡し，イラン学も新たなる展開をなすべき磯機を痛感致候。更に

翌六凹夕，メシェッド出発の年前1「｛冤を利用してモンゴル時の遺跡のある約八十鴛キロ離れたるラデ

カンを訪れi輯錠も，田儀と云うべきものも見当らず，農夫は燃を耕し，羊σ）群れを冤る平和なる景

観にて，故：事を閥えども知らず，そのま衷弓【きかえし，夕置時半の急行にて本臼（”t’　wh月七i三1）

正午酋都（テヘラン）に帰着致候。急ぎの旅にて，詳細は帰朝の時にゆずり可串候。先ずは線図御

報西境。一一一こののち醤簡IV（ll月191三1イ寸）をII蓬細きれ，11月26Llテヘラン発バンコクに簡か

われた。　○梅園忠夫民（大阪漸大理学都助教授）の「東南アジア紀行」は5月来発行された（申

臭公論祉）。　○吉田光邦幾（京火人文科研助教授）1ま6月適帰附（本誌鳶窪弩参照）後，8月21こ1

羽隅発イラン・アフガニスタン・パキスタンにて“蒲アジア地域における入墨学に関する研究調査

識びに資料蒐集”の一！二乗零雌0年ユ月21i三i帰岡される予定。　○西田龍雄鶴（京大文学部助教授）の

「薩夏場の研｛充」上・巻1ま6月末発行　（座右宝刊行会）。なお闘氏は“北部タイにおける諸言語の調

査”のため9月11三1羽田発タイへ。帰飼は昭和40年2月27i三iの予定。　○石1｝i栄省氏（神筒火学文

学部助教授）（杉之原寿一氏と共著）の蒲太平洋」は7月1目発得（保育祉カラーブック63）。

0水野溝一入（京大人文科礫教授）は‘‘鱒暫アジア地域における考古学に関する研究調査並びに資

料蒐集”のため7月3日羽田発京大イラン・アフガ：一一スタン・パキスタン学術調査部の現地へ。帰

圏は12月24日の予定。桑由正進・小谷仲男両幾（共に京大大学院文学研究科）も行を共にされた。

なお，水野溝一癖（藤色逸治外諸氏と共著）の「アフガニスタン古代美術」は11胤4口発行（il”1本

経済新聞社）。　○岩村忍疑（京大入文科研教授・京大東南アジア研究センター所長）は7月4日

羽階発ソ連・ハンガリー・チェ：スロバキア・オーストリア・イランを経て8月8日帰潤きれた。

“遊牧民に魅する歴奨的，現代的研兜調査”並びにウィーンで開催（7月16～26正Dの“遊牧民に

関する圏際シンポジウム”に出席のため。岡幾の「陪殺者教li翻は8月30　Kl発行（筑摩書房グリー

ンベルトシリ　・一ズ）。　○中村満次郎氏（天理大学おやきと研究所員）は2ケ蕪のカイロ大学留学

を終えて7月5目帰隔きれた。　○樋口隆康氏（京大文学部助教1受）は7月81Lasl’K発，地域・桝
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的は水野清一教授と側一で12月24欝園圃きれる予定。　○大亀溝氏（東火文学部教授）は日本オリ

エント学会派遣の西アジア文化濾跡発掘調査駅に団長として参加，一一・一・行と共に7月9日羽田発イス

ラエルへ。テル・ぜロールの一六調査に従箏の上9月置3臼に燗i覇された。　○末昆至行（奈良女

子大文学部助教授）・応地利明（名古屋大文学部助手）趣氏は7月261三｛羽田発，アフガニスタン

K：しmdUz周辺及びイランTehran瑚辺の農村調査の上1麻「i404／1三1月上旬帰圏きれる予定。　○上

野照夫氏（京大教養部教授）の「インドの美術」は7月末発行（中央公論美術出版），陶氏は本島

により11月3欝第19回侮1曜｝版文化賞を受賞きれた。　○上岡弘二氏（東大大学院文学研究科博士

課程）はペンシルヴ7ニァ大学の奨学資金によって8月7日羽田発，岡大学に留学一年の素建。

○岸本通夫氏（大阪帯大助教擾）は8月16縫帰国された（本誌毎毎参照）。　　○藤枝晃氏（京大人

文科研教授）はgj：16目多§，二四出土写本の調査のためソ連・英・仏・西独・インドを歴訪後12月

10聞羽園に滞着きれた。　○田村実造民（京大文学部教授）は足利教授と醐道，9月蝦三1羽繊発イ

ランへ。‘‘イラン岡における諸遺跡の研究1調査およびイル・カーン蒋代のペルシア：文献の調査蒐集”

の上11月26｝二1漏出きれた。　○恵谷俊之氏（京大文学部講締）も田村’教授に詞行きれたが，帰途は

二。L一・デーリを経てll月29目帰1瑚された。　○棚瀬襲繭氏（東大文学灘助教授＞9月28日帰闘き

れた（本蕊舘号参照）氏は12月101三1午前9時狭心疲のため急懸された。謹んで卿裏海曙し上げる。

○豆鹿三馬（京大入文科研教授・願折長）は脳中学術代炎朋農として10月61・・i細鱗発，“中華入民

共和園の研究機瀾視察および資料幽玄”の上10月宋帰1調された。　○中由正善氏（天f里教爽柱）は

11月3口覆綬褒章を受章きれた。　○高木雅子賃ぐ痕大火学院修＝簾騨嚢）は！1月12日羽陛溌ローマ

へ。イタリア政府留学生としてロ　・一マ大学で考画学研究のため　（滞イ予定は8ケ月）。　○藤宵慈

海氏（京大人文科研研究段）は11月121こ1羽潤発“扇面アジアにおける仏教教関の実体講査”のた

めタイ・ビルマ。カンボジア・南ベトナム・中華斑園歴1擬綬昭諏40年3月13臼帰隅きれる予定a

O大地原豊属（京大文学部助教授）は読売新聞・CNRS日仏科学者交換計爾により‘‘サンスクリ

ット土着文法学の源卿iノチ究”のためU月16i二：i羽瞬発ノ魍へ。滞仏半年，陶 ｺ和40年5月15　M　tt・’；｝

圏される予定。　○平島成望氏（アジア経済研究所調査研窟部束アジア室）は11月24臼羽購発パキ

スタンへ。‘‘岡岡にわける農業機械化の進展”を2ケ月醐服地；調査の土昭和40年1月221三曜饒さ

れる予定：○冷罵雅人属（京大文学部教授）の」“IA｝）｝IYλN’｛’AVmHλGA－B｝IA§YA．　A】3ud（lhist

］，）hilosophical　Treatise，　ecl．　for　the　1）irst　Time　from　a　Sanskrit　．Manuscriptj　aEl！2，EJ　IOfi’1

発行された（鈴木学術財1調）。　○霞比野壷夫婦（京大人文科研助教授）は12月22日～昭牽ri40年3月

獄二！の予定で“面謝アジアにおける華僑の歴史的社会的研ラ七調査”のため，申華民鱒・香港・マカ

オ・ベトナム・カンボジア・マレーシア・インドネシアへ出張きれる。　○織田武雄氏から5，000

円，便藤義教・井本英一両氏からそれぞれ10，000円，岩村忍・藪内溝両氏からそれぞれ1，500円，

吉霞光邦氏から2，000円（PJ．．一1：二氏名次第不闘），本特集帰珪1版資金として寄託きれた。
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